
 
 
 
 

     
 
 

 
 

  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日はガバナー公式訪問日です。第 2560 地区ガバナー 鈴木重壱様、

第 4 分区ガバナー補佐 杉山太三郎様をお迎えし、ガバナー講話、クラブ協

議会において、南クラブの不足なところ、頑張らなければならないところ

などご指導下さいますようよろしくお願い申し上げます。 
 

さて、ようやく甲信越地方は梅雨明け致しましたが、まだ一部地方では

ぐずついているようです。今年は「想定外」という言葉を頻繁に耳にしま

すが、今回の九州の雨は、それを超えた「過去に経験がない豪雨」という

ことでした。何日か前、テレビで雨の降り方の実験をやっていましたが、

それは傘が壊れるような降り方でした。そして、雨が止んだ後、山という

山が山肌を削られ、地肌をむき出しにした光景が映し出されておりました

が、まさに地球創生期のようでした。 

三条におきましても平成 16 年と昨年に水害を経験した訳ですが、実際

に豪雨、猛雨と言うものはどんなものでしょうか。この頃の地球環境が影

響しているのでしょうか。やはり日本は、土建国家にならざるを得ないの

だなあと感じました。 

そして、昨日、一年を通して中国で雨の少ない北京を中心とした地方にも

大雨が降りました。地球全体の問題なのでしょうか？ 
 

公式訪問に臨みまして、「会長主要目標」をご説明申し上げます。 

奉仕で自己を磨く 

と目標を設定致しました。本年度は、ロータリーの綱領を第一として、奉

仕により、多くのことを知り、奉仕をしてゆくことで、自分を磨くことが
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出来るのではないか、日常生活、事業、職業を通じてそれが出来ると思います。ロータリーの精神のもとで実行

致しましょう。幸い三条にはいろいろな職業がありますから、特に職業を通じてのロータリー精神を実行できる

と思います。 

 クラブ運営方針ですが、特に力を入れたいのが会員増強です。西巻委員長のもと、メンバーみんなで取り組み

たい課題です。新年度早々、1 名入会いただきました。年度の会員純増 3 名の目標に頑張ってゆきたいと思って

おります。 

また、会員全員でロータリー運営を・・・、例会には出来る限り全員が出席し、また、野中親睦委員長を始めと

する楽しい例会づくりのスペシャリストが揃っておられます、楽しく、充実したクラブ運営が進められることを

願っております。 

どうぞ、会員皆様方の絶大なるご協力をお願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸 山 征 夫  幹事 

糸魚川中央ロータリークラブより  「第 12 回ライラ研修会」 開催のご案内 

研修期日   2012 年 10 月 6 日（土）～8 日（月・祝）2 泊 3 日 

研修会場   糸魚川信用組合 本店 

宿泊会場    研修生：塩の道温泉 ホワイトクリフ   ロータリアン：ホテルルートイン糸魚川 

研修テーマ 「学んで・採取して・見る 研修」 

「ロータリアン会議 みんなで考えようライラを・新世代奉仕を！」   

～ 7 月 23 日  40,000 円 

   今年度累計 86,000 円～ 
i

坪 井 君

よろしくご指導下さい。

西 巻 君 ガバナーをお迎えして。
ご指導よろしくお願いします。

韮 澤 君 ＲＩ Ｄ2560地区鈴木重壱ガバナーを

お願いいたします。

平 松 君 鈴木ガバナー、杉山ガバナー補佐、
ようこそいらっしゃいました。
よろしくお願いいたします。

熊 倉 君 都合により早退いたします。

佐藤(秀)君、佐藤(嘉)君、滝口君、田中君、

銅冶君、永桶君、野崎君、野島君、野中君、

野水君、馬場(一)君、馬場(輝)君、馬場(眞)君、

広岡君、星野君、丸山(徹)君、吉井君、渡邊(光)

を歓迎してＢＯＸに協力いたします。
鈴木ガバナー、杉山ガバナー補佐

鈴木ガバナーを歓迎いたします。

赤塚君、荒澤君、大渓君、草野君、佐々木君、

お迎えしての公式訪問・・・ よろしく

ガバナー

どうか一年間よろしくお願いいたします。

坂 井 君

大変お忙しい中、有難うございます。

鈴木ガバナー、ようこそ三条南クラブへ
よろしくご指導下さい。

ましたら、ご指導をよろしくお願いします。

鈴木ガバナーようこそ。

高 橋 君

ご指導の程、よろしくお願いいたします。

鈴 木 ( 圀 ) 君

鈴 木 ( 武 ) 君

石山君、田代君、松﨑君

鈴 木 重 壱 様
公式訪問に寄せていただきました。
皆様方の歓迎に感謝申し上げます。

丸 山 ( 征 ) 君

鈴木重壱ガバナー、公式訪問ありがとう

第2560地区ガバナー 鈴木重壱様、第4

鈴木重壱ガバナーの公式訪問を 歓迎

分区ガバナー補佐杉山太三郎様をお迎

申し上げます。

ようこそ鈴木ガバナー！

えしての公式訪問日です。

ございます。 三条南で直すことがござい
馬 塲 ( 信 ) 君

鈴木ガバナー、ようこそ三条南ＲＣへ！

よろしくご指導下さい。

三条クリーン協議会より   

第 8 回三条夏祭り大花火大会会場における『ゴミ持ち帰り運動』への参加協力のお願い 

日時     2012 年８月４日（土） 18：30～19：30 

集合場所   六の町公園本部 

実施方法    標語入りのタスキをかけてポリ袋の配布 

協力要請人数  2 名 

鈴木ガバナー事務所より  ８月ロータリーレート のご案内 

8 月 1 日より 現行と同じく １＄ ＝ 80 円  



 

 

 

 

        

      

                           

 

 

 
 

      

 

  

 

先ほど、会長、幹事さんと親しくいろいろなお話しをさせていただきま

した。また、事前に頂いておりました事業報告書を拝見し、この三条南クラブさんが名実ともに中身のしっかり

としたクラブ運営をされていることを強く感じた次第です。特にロータリーでもっとも大切にしなければならな

いことの 1 つである出席率が、44 年間 90％を割ったことがない・・・こんなクラブがあるんだと感心しており

ます。 

また、委員会の事業計画におきましても、委員会メンバーが縦割りでない、皆で勉強し合って目標を設定され、

それに対しご努力されていることが事業計画の言葉の端々にうかがい知ることができました。 

このようなクラブ運営をなされていることに敬意を表します。 
 

「鈴木年度からのお願い」ということでパワーポイントを用いてお話しさせていただきます。 

地区運営の基本姿勢 

恕を以って和を為す をモットーに 奉仕を通じて平和を 256０地区みんなで考え実現しましょう 
 

恕は一般には「思いやる心」と理解されるようですが、よくよく見ますと「如（ごとき）と心（こころ）に分

解されます。それは仏教でいう「如来の心」に通ずる人間愛の根本心を言っているのではないでしょうか。 

恕とはすべてを超えた慈しみ如来の如き心、その精神こそ「真の平和」へいざなう道であると確信します。 

個々に宿る恕の心根を以ってロータリーの和を保ち、田中作次ＲＩ会長が発信された「奉仕を通じて平和を」の

実現につなげようではありませんか。そこにこそ「超我の奉仕」の姿が宿り、「最もよく奉仕する者は最も報われ

る」が具現されるのではないかと考えております。 

 

『地区スローガン』・・・田中ＲＩ会長の思い、私の思

いを一つにさせていただいて 

「恕の心を以って・奉仕の通じて平和」と致しました。 

国際協議会の前日、たまたま田中作次ＲＩ会長にお会

いする機会に恵まれ、その折に「恕」の話をさせていた

だきましたが、田中ＲＩ会長から「どうして同じ思いに

なったのか」と尋ねられ、本当に偶然のことであり「同

じ越後の人間、同じ空気を吸い、同じ水を飲み、同じ米

を食べ、先祖伝来のところに生かさしていただいたから、

自然と同じ気持ちになったのでしょうか」とお答え致し

ました。奇遇な一致に大変喜んで下さいました。 
 

地区目標 

1、クラブ活性化への挑戦 

 ① 会員の維持と増強 ・・・各クラブ最低５%の純増を 

 ② 委員会相互の連携と地域との協働 

  ●委員会活動の連携でより効果を上げる工夫 

  ●他団体とのコラボによる地域連携 

  ●全国植樹祭新潟県開催への協力 

原信一ガバナー年度、「手を貸そう」のＲＩ方針のもと、「地球温暖化防止に手を貸そう」の思いで、ロー

タリーで植樹を進めた経験がございます。 

再来年、天皇陛下、皇后陛下をお迎えしての全国植樹祭が新潟県で開催されます。植樹祭は林業振興のもと

進められていましたが、新潟県での開催は陛下のたっての願いであります。新潟県でなぜ開催か、中越地震、 

中越沖地震と大きな災害から 10 年、着実に復興を遂げている新潟県で行うことは、東日本大震災被災地へ 

国際ロータリー第 2560 地区 

ガバナー 鈴木 重壱 様（長岡ＲＣ）

皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました、7 月 1 日より第 2560

地区ガバナーに就任致しました長岡ロータリークラブの鈴木です。 

公式訪問で皆様と親しくお話しさせていただければと思っております。 

私は、馬塲信彦ガバナー年度に社会奉仕委員長を務め、とても良い経験を

させていただきました。その経験を今年度生かせてゆければと思っており

ます。 

杉山ガバナー補佐が事前訪問で詳しく話されており、その話と重複する

部分もでてきますが、私なりに皆様にぜひご理解を賜りたいという思いで

お話しさせていただきます。 



の今後の発展につながるメッセージの発信という願いからであります。これから計画を煮詰め、出来る範囲で、ロ

ータリーで協力しようと考えております。 

 ③ 東北震災等被災者への支援 

  ●地域協働ネットワークセンター活動への支援 

 ④ 田中作次ＲＩ会長方針への協力・・・ロータリーのホームページをご参照下さい 
 

２、ＲＩ戦略計画の３つの優先項目を支援する 

① 人道的奉仕の重点化と増加  

●ポリオを撲滅する ・・・田中作次ＲＩ会長の悲願でもありま   

す。ぜひご協力をお願いします。 

●特に以下の分野における奉仕の継続性を高める 

— 新世代奉仕プログラム  

－ ロータリー財団の 6 つの重点分野 

●他団体との協力やつながりを深め、地元と海外の地域社会で多      

大な成果をもたらすプロジェクトを創造する  
② 公共イメージと認知度の向上 

（広報活動推進のためのシートを作成） 

●イメージとブランド認知を調  

和させる  

●行動を主体とした奉仕を推進  

する  

●中核となる価値観を強調する   

●職業奉仕を強調する  

●クラブにおけるネットワーク   

づくり、クラブ独自の活動に  

ついて周知を図り奨励する  

 

 

 

 
 

３、国際平和フォーラムの推進に協力 

 新世代の参加を奨励しましょう！ ・・・ 地区新世代関連委員会

で検討中です 

●広島 2013 年 5 月 17 日～18 日      ●テーマ「平和はあなたから始まる」 
 

４、国際大会へ参加 

  田中作次会長の晴れ舞台を是非ふるさとから支援したいと考えています。 

 遠距離で経費もかさみますが、今から準備をいただき一人でも多くの皆様の参加をお願い致します。 

  ●リスボン（ポルトガル） 2013 年 6 月 23 日～26 日  ●テーマ「平和」 
 

ロータリー地域協働ネットワークセンターについて 

 地域に貢献するロータリー、信頼されるロー

タリー、そこで新たにロータリー地域協働ネッ

トワークセンターを設置しました。 

 私たちは、いざという時に普段団できること

以上のことは出来ませんし、日常的に築いてい

る以上の関係を築くことは出来ません。ロータ

リー地域協働ネットワークセンターは、会員相

互の間に日頃から分かり合える関係を築いて豊

かな地域社会の形成に資するとともに、災害発

生時にはその関係が自助、共助の仕組みへと転

換することを目指して発足するものであります。 

 地域の発展のためにもロータリー組織をより

フレキシブルかつタイムリーに発揮することが

大切と考えます。そこでこれまでのロータリーの

諸活動を総括し、安心して運用できるシステムの

構築を目指して鈴木年度をスタートとして地域

活性化の基となる防災・青少年保護・ロータリー家族へのケア・地域コミュニケーションの醸成、さらにはそれ

らへの支援活動等に特化した「継続性のある特別委員会」を設置すべきと考えたものです。 



 

 

■会長主要目標説明     坂井 範夫 会長 

■委員会事業計画 

❶会場監督        永桶 俊一 ＳＡＡ 

※鈴木ガバナー  事業計画を大いに進めて下さい。ショ

ートスピーチ、例会場の席順の変更等

良いアイディアだと思います。がんば

ってください。 

  ❷クラブ奉仕Ａ委員会（職業分類、会員増強、会員選考・ 

ロータリー情報）      草野 恒輔 委員長 

※鈴木ガバナー  「ロータリーの綱領」をとても大切に

されておられ、それが自ずと会員選考

に反映されており、ロータリアンとして相応しい人材の確保につながっていると感じまし

た。現状のまま活動を進めていただければと思います。 

  ❸会員増強委員会     西巻 克郎 委員長 

※鈴木ガバナー  心強い会員増強目標、ありがとうございます。宜しくお願いいたします。 

❹クラブ奉仕Ｂ委員会（出席、親睦・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ﾆｺﾆｺﾎﾞｯｸｽ、クラブ会報）   韮澤 喜一郎 委員長 

※鈴木ガバナー  長い歴史に培われたメンバーの皆さんの心遣いがどの委員会の活動にも感じられます。 

いつまでもこのような気持ちで運営を進めていただけることを願います。 

❺出席委員会            坪井  正康 委員長 

メークアップが前後 2 週間となったりとメークアップしやすくなり、出席率は良い状態を保っているが、ホ
ームクラブへの出席が少なくなったようである。ホームクラブ出席はクラブ活性化の根幹をなすものであるが、
ガバナーはどのようにホームクラブへの出席について考えておられますか？ 

※鈴木ガバナー  非常に難しい問題だと思います。ロータリーは任意団体であり、善意の集まりであり、出

席に関しての強制力はもっていません。メークアップで出席率を保つだけでは非常にもっ

たいない、いろいろなことを工面してでも例会出席を選択し出席する、例会出席したくな

るような魅力あるクラブ作りに努めていただければと願います。 

❻親睦・プログラム・ニコニコボックス委員会   野中   悟 委員長 

※鈴木ガバナー  3 委員会が一緒になったことは目指すものが明確となり、クラブ活性化に効をなしている

と思います。また、各委員会との連携プレーが図られていて、予算編成等いろんな視点か

らもとても上手くいっていると思います。大いに成果をあげていただければと思います。 

❼社会奉仕・広報委員会（職業奉仕、社会奉仕、新世代奉仕）  吉井 正孝 委員長 

❽国際奉仕委員会（青少年交換、ロータリー財団、米山奨学）  野水 孝男 委員長 

   学生ばかりの交換受入れでなく、企業として、団体として、職業人、研究者等のを考えたいと思っています
が・・・ 

※鈴木ガバナー  ＲＩが考えている国際奉仕のありよう、日本のロータリーが国際奉仕のありようは、民族

の違いからか考え方は違っています。 

長期戦略により、財団が取り組んでいる事業が山崎年度から変わってきます。ＧＳＥに関

しましても変わり、ロータリアンの子供でもいいし、社会人でもいいし、門戸を広げて受

け入れ、派遣をしようというものです。 

青少年交換について一言、お話しさせていただきますと、「あんなの無駄だ、多額な費用を

かけてまでやることではない、思春期の時に性格まで変わってしまう・・・」という考え

方の方もおられますが、私は違うと思います。交換学生たちは大きく成長して帰ってきま

す。もし、そうでなかったらそれは、一にも二にもロータリーの責任です。優秀な人間、

優秀になってほしい人間、次の時代を担う人材をどうか「ロータリー親善大使」として世

界に羽ばたかせていただきたいとご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

総  括 
 

大変ご苦労様でした。第 4 分区内最初の公式訪問でどんなふうに進められるか危惧しておりましたが、そんな

心配は無用でございました。 

50 周年に向け、各委員会が効率的に活動されており感心させられました。掲げられた事業目標を是非楽しみ

ながらやっていっていただきたいと思います。 

最後に私の所属しております巻クラブでもよく皆で話すことですが、ただ例会に出席してご飯を食べて帰るの

ではなく、自分のためになった、その結果クラブのためになったと思うような例会出席をしていただければと思

います。 

今後もガバナーのお話しを参考にされて楽しくクラブ運営がなされることを期待しております。 
 

第 4 分区ガバナー補佐 

 杉山 太三郎 様（巻ＲＣ） 



 
 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


